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（1） 令和 6年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

5
月
14
日
（
火
）
城
南
市
民
セ
ン
タ
ー

に
て
令
和
6
年
度
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
戸
高
会
長
よ
り
「
全
国
的

に
高
齢
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
組
織
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
他
の
ク
ラ
ブ
に

負
け
な
い
よ
う
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
積

極
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
城
南
区

長
の
西
村
氏
よ
り
、「
皆
さ
ん
が
健
康
で
元

気
に
イ
キ
イ
キ
と
活
動
で
き
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
お
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

早
速
議
案
へ
と
入
り
、
議
長
に
選
出
さ

れ
た
長
尾
校
区
長
尾
第
一
朋
友
会
の
津
留

崎
氏
の
進
行
の
も
と
、
会
議
は
滞
り
な
く

進
み
ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
出
席
者
の
拍
手

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

和気あいあいと新たなスタート！和気あいあいと新たなスタート！

令和6年度城南区シニアクラブ連合会　総会

会長あいさつ会長あいさつ



（2）第 7 8 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

盛
夏
の
候
、
城
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、

区
政
の
推
進
や
各
種
事
業

の
実
施
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
法
令
上
の
位
置

付
け
が
「
5
類
」
に
移
行

し
て
1
年
が
経
過
し
、
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
再

開
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
に

会
員
の
皆
様
の
交
流
や
親

睦
を
深
め
る
機
会
が
増
え

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

や
友
愛
訪
問
活
動
、
地
域

の
見
守
り
、
清
掃
活
動
等

の
社
会
奉
仕
活
動
を
通
し

て
、
高
齢
者
の
方
々
が
元

気
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
人
生

１
０
０
年
時
代
の
到
来
を

見
据
え
、
誰
も
が
心
身
と

も
に
健
康
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
な

社
会
を
め
ざ
す
取
組
み
「
福

岡
１
０
０
」
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
城
南
区
で
は
、 

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
等
の

開
催
に
加
え
、
幅
広
い
世

代
が
健
康
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
城
南
区
健
康

長
寿
１
０
０
歳
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
運

動
講
座
を
、
対
象
年
齢
を

拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
ま

ち
で
、
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
長
く
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、 

熱
中
症
も
含
め
、
健
康
管

理
に
は
十
分
留
意
さ
れ
、

夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
々
精
力
的
に
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

令
和
5
年
度
の
城
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
諸

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ま
方
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
得
て
、
盛
況
の
う

ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
そ

の
よ
う
な
皆
様
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
高
齢
者
の
健

康
や
生
き
が
い
づ
く
り
の

場
で
あ
り
続
け
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
が
孤
立
す
る

こ
と
な
く
地
域
で
支
え
合

う
基
盤
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
が
、
5
月
14
日
に

開
催
し
た
令
和
6
年
度
総

会
で
も
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
近
年
、
隣
人
関
係
の

希
薄
化
や
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
地
域
社
会
で
孤
立

す
る
高
齢
者
の
問
題
な
ど

も
顕
在
化
し
て
い
る
一
方

で
、
会
員
や
ク
ラ
ブ
の
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
会
員
増
を
目

指
し
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
会
員
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
活
力
あ
る
、
魅
力
あ

る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

城
南
区
長�

西
村　

孝
志

区
長
あ
い
さ
つ

区
長
あ
い
さ
つ

活
力
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

活
力
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
戸
高　

輝
美

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。



（3） 第 7 8 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　今年度の演芸大会は、会場となる城南市民センターホー
ル改修工事のため中止となりました。この大会では、歌や
ダンスを通じて会員の皆さまの趣味や生き甲斐を披露する
場となっております。
　今年は残念ながら中止となりましたが、来年度の開催に
向けて準備を進めてまいりますので、どうぞ楽しみにして
いてください。

令和 6 年度令和 6 年度
演芸大会中止のお知らせ演芸大会中止のお知らせ

※写真は過去のものです※写真は過去のものです

　

3
月
4
日
（
月
）、
令

和
5
年
度
友
愛
訪
問
説
明

会
を
城
南
区
役
所
大
・
小

会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て

中
村
学
園
大
学
の
笠
原
嘉

治
教
授
に
「
老
人
ク
ラ
ブ

と
友
愛
訪
問
」
と
い
う
題

の
も
と
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
友
愛
活
動

の
歩
み
や
活
動
内
容
、
課

会
員
の
力
を
結
集
さ
せ

会
員
の
力
を
結
集
さ
せ

��
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

題
の
話
か
ら
活
動
に
対
す

る
会
員
皆
さ
ん
の
思
い
の

共
有
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
全
老
連
が
掲

げ
て
い
る
「
老
人
ク
ラ
ブ

が
め
ざ
す
友
愛
活
動
」
の

願
い
を
受
け
止
め
て
、
多

様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の

た
め
、
そ
し
て
見
守
り
や

健
康
づ
く
り
の
支
援
の
た

め
、
活
発
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
5
年
度
友
愛
訪
問
説
明
会

クラブ内で実施しよう！ 皆さんもいきいきクラブ体操で健康維持に努めましょう。



（4）第 7 8 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について

実施日 行　事 対象者 会　場

4

3日（水）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

5日（金）
第１回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

校区女性部長会① 会 長・ 副 会 長・
校区女性部長 城南区役所大会議室

5

8日（水）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

14日（火）
第2回運営委員会 運営委員 城南市民センター

第2会議室
総会・単位クラブリーダー
研修会

単位クラブ会長・
校区女性部長

城南市民センター
第1会議室

17日（金）広報部会① 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

23日（木）市 ) 第 51 回老人クラブ
通常総会

単位クラブ会長
・校区女性部長 福岡市民会館

6
5日（水）第3回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

14日（金）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター
会議室

7

2日（火）第4回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

12日（金）演芸大会 【開催中止】 高齢者 会場確保困難なため

15日（月）広報紙「ふれあい」
第78号発行 会員等

26日（金）市）囲碁・将棋大会 区）代表 市民福祉プラザ

8

2日（金）第5回運営委員会 運営委員 書面審議

27日（火）女性部長視察研修 会 長・ 副 会 長・
校区女性部長 行先　未定

26日（月）市）第61回高齢者保健福
祉大会 市）高齢者 福岡市民会館

 （予定）

9

4日（水） 第 6 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

10日（火）シニア教養講座
（健康マージャン教室①）高齢者（校区推薦） 城南市民センター

会議室

15日（日）「老人の日」（老人週間 15 日〜 21 日）

16日（月）社会福祉施設訪問事業
（予定）

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

17日（火）シニア教養講座
（健康マージャン教室②）高齢者（校区推薦） 城南市民センター

会議室

20日（金）
全国一斉「社会奉仕の日」会員 各校区

社会福祉施設訪問事業施
設訪問事業（予定）

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

実施日 行　事 対象者 会　場

9
24日（火）シニア教養講座

（健康マージャン教室③）高齢者（校区推薦） 城南市民センター
会議室

25日（水）市 ) 健康づくりリーダー
研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ

10

2日（水）
第7回運営委員会 運営委員

城南市民センター
会議室校区女性部長会② 会 長・ 副 会 長・

校区女性部長

9日（水）グラウンド・ゴルフ大会
（予備日　11日(金)）

高齢者
（各校区割当） 西南杜の湖畔公園

7日（月） 
〜14日(月) 市）高齢者美術展 高齢者（一般公募）福岡市美術館

17日（木）広報部会② 広報部会員・庶務 城南区役所
審査会室

30 日（水）城南区高齢者健康麻雀
交流会 高齢者 城南市民センター

会議室

11

5日（火）
第 8 回運営委員会 運営委員 城南市民センター

会議室

単位クラブ女性部長研修会 単位クラブ女性
部長

城南市民センター
会議室

7日（木）
市）高齢者グラウンド・ゴル

フ大会
区）代表 舞鶴公園

14 日（木）シルバーバスハイク（予定） 高齢者（各校区
割当） 行先　未定

26 日（火）ソフトダーツ大会 高齢者（各校区
割当） 城南体育館

12

4日（水）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

10日（火）市）女性部会研修会 区）部会員・推進員 市民福祉プラザホール

12日（木）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

1

1日（水）広報紙「ふれあい」
第 79 号発行 会員等

8日（水）第 10 回運営委員会 運営委員 書面審議

24日（金）市）老人クラブリーダー
養成研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ

31日（金）市 ) 高齢者ソフトダーツ
大会 区）代表 福岡市民体育館

2 5日（水）第11回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

3 5日（水）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会
（13：30 〜） 友愛訪問班長等 城南区役所

大・小会議室

城南区シニアクラブ連合会   城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表行 事 予 定 表令和 6 年度令和 6 年度



（5） 第 7 8 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

役　職 校　区 氏　名

会　長 堤 戸 高　 輝 美

副会長
七　隈 丸 田　 正 博

女性部長（七隈） 門 田　 行 子

庶　務 女性部（別府） 平川　美代子

会　計 女性部（田島） 加 茂　 幸 子

監　事
別　府 大 野　 晴 信

女性部（金山） 粟屋　喜久子

　今年度も委員一丸
となり、魅力的なク
ラブづくりに努めて
まいります。

令和6年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

令和6年度  老人クラブ表彰（敬称略）

（1）老人クラブ育成功労者（単位クラブ会長）
　　�（要件：単位老人クラブ会長として、5年以上在職し、

老人クラブの育成発展に尽力した者 )

受賞者名 老人クラブ名 校　区
堀 　　充博 シニアクラブ・トリヨン 鳥　飼
武山 　利之 第八鶴寿会 別　府
福島 　義博 友丘老人クラブ六友会 金　山
前田 　健司 千隈第三福寿会 七　隈

（2）老人クラブ育成功労者 (地区・校区女性部長 )
　　 �（要件：地区・校区女性部長として5年以上在職し、

女性部の育成発展に尽力した者）

受賞者名 老人クラブ名 校　区
大川　博子 4丁目たしま会 田　島

4　福岡市福祉のまちづくり推進大会

1　福岡市老人クラブ連合会会長表彰 2　全国老人クラブ連合会「優良老人クラブ表彰」

3　福岡市老人クラブ連合会表彰「地域活動賞」

（要件：永年にわたり、福岡市老人クラブ連合会の役員、老人クラ

ブの会長または会長経験者で、現在もクラブの発展向上に努めて

いる功績）

受賞者名 老人クラブ名 校　区
戸高　輝美 福岡市老人クラブ連合会 堤

(1) 市長表彰（老人クラブ事業功労者）

(2) 市社会福祉協議会会長表彰（同上）

受賞者名 老人クラブ名 校　区
門田　行子 福岡市老人クラブ連合会 七　隈

委　員

鳥 　 飼 堀　 充 博

田 　 島 金 子 琢 一 郎

金 　 山 辻 野　　 素

長 　 尾 津留崎　利雄

南 片 江 永 田　 泉

（3）　優良老人クラブ
　　 �（要件：設立 5年以上の本会の単位老人クラブで、そ

の活動が優秀で他の範と足りると認められるもの（城

南区は設立順に推薦））

受賞団体名 代表者 校　区
シニアクラブ・トリヨン 堀 　　充博 鳥　飼

受賞団体名 代表者 会員増数 校　区
みどりの会 山野　孝子 37名 七　隈

受賞団体名 代表者 校　区
干隈福寿会（干隈第一・第三） 前田　健司 七　隈

（要件：活動が特に顕著である老人クラブ）

（要件：公園・道路などの美化活動において優れた活動を実践して

いるもの）
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私
は
、
干
隈
第
1
福

寿
会
の
会
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

町
内
に
は
干
隈
第
1
・

第
３
福
寿
会
が
あ
り
、

常
に
合
同
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
毎

月
12
日
に
行
う
3
ヶ
所

の
公
園
清
掃
・
草
取
り
、

年
2
回
の
町
内
一
斉
清

掃
へ
の
参
加
で
す
。
夏

は
時
間
を
早
め
て
清
掃

し
ま
す
が
、
日
差
し
が

強
く
清
掃
が
終
わ
る
頃

は
汗
び
っ
し
ょ
り
で
す
。

そ
れ
で
も
多
数
の
会
員

の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。
長

年
に
わ
た
り
、
こ
の
活

　

干
隈
福
寿
会
有
志
で

立
ち
上
げ
た
「
干
隈
そ
ば

の
会
」
が
今
年
で
10
年

を
迎
え
ま
し
た
。
干
隈

集
会
所
で
毎
月
1
回
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
、

専
門
講
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
蕎
麦
を
打
ち
、

食
べ
放
題
の
蕎
麦
を
は

じ
め
と
し
た
お
い
し
い

料
理
と
酒
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
で
楽
し
い
交
流
の
場

七
隈
校
区　

干
隈
第
１
福
寿
会

役
員
一
同
で
楽
し
い
企
画
を
実
施
中

会
長
　
一
丸
　
由
美
子
（
70
）

七
隈
校
区　

干
隈
第
３
福
寿
会

10
周
年
の
「
干
隈
そ
ば
の
会
」

大
原
　
芳
晴
（
87
）

動
を
し
て
い
た
結
果
、

昨
年
は
県
と
市
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
会
員
皆
さ
ま
の
努
力

の
成
果
だ
と
感
謝
し
て

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
毎
週
水

曜
日
の
ダ
ー
ツ
交
流
会
、

月
曜
日
〜
土
曜
日
ま
で

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

同
好
会
、
バ
ス
ハ
イ
ク
、

三
社
参
り
、
歩
こ
う
会

な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
無
理
な
く
楽
し
ん
で
、

い
い
思
い
出
作
り
を
と
、

役
員
一
同
で
い
ろ
い
ろ

企
画
を
考
え
て
ま
す
。

　

た
だ
、
な
か
な
か
会

員
が
増
え
な
い
の
も
現

実
で
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
り
、
施
設
入
所
さ
れ

た
り
で
会
員
は
自
然
と

減
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
難
題
は
、
ど
こ
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
も
解
決

方
法
が
見
つ
か
ら
ず
厳

し
い
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
公
民
館
で
は

サ
ー
ク
ル
活
動
が
活
発

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
十
数
名
で
、
男
性

が
蕎
麦
を
打
ち
、
女
性
が

「
麺
つ
ゆ
」
と
料
理
作
り

と
い
う
分
担
。
午
前
10

時
か
ら
作
業
開
始
、
蕎
麦

粉
と
つ
な
ぎ
粉
を
調
合
、

適
度
の
水
を
加
え
混
ぜ
、

力
を
込
め
て
練
る
。
こ
れ

を
長
い
丸
棒
を
使
っ
て

広
く
延
ば
し
細
く
切
る
。

大
釜
の
沸
騰
し
た
湯
で

蕎
麦
を
茹
で
、
水
で
ヌ
メ

リ
を
取
り
冷
水
で
締
め

る
…
工
程
は
簡
単
だ
が
、

ど
の
作
業
も
技
術
と
カ

ン
が
必
要

で
慣
れ
る

ま
で
何
年

も
か
か
り

ま
す
。

　

小
生
は

約
20
年
前
、

早
良
区
曲

渕
の
そ
ば

専
門
店
「
多

め
勢
」
の
開

店
を
機
に

結
成
さ
れ

た
地
域
の
蕎
麦
ク
ラ
ブ

に
入
会
。
同
店
の
田
口
大

将
や
講
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
「
多
め
勢
」
で

半
年
間
実

習
し
、
そ

ば
打
ち
が

面
白
く
地

域
活
動
に

も
有
意
義

だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

そ

こ

で
、

干
隈
で
も

ぜ
ひ
と
も

始
め
て
ほ

し
い
と
当

に
行
わ
れ
て
ま
す
が
、

我
が
町
内
は
場
所
的
に

ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
る

の
で
、
行
き
た
く
て
も

ち
ょ
っ
と
厳
し
い
よ
う

で
す
。

　

幸
い
に
も
町
内
に
集

会
所
が
あ
る
の
で
、
私

た
ち
の
会
で
は
、
ダ
ー

ツ
、
サ
ロ
ン
等
で
会
員

の
皆
さ
ま
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
い
て
、
笑
い
あ

り
、
お
し
ゃ
べ
り
等
で

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
ま

す
。

時
の
自
治
会
長
、
シ
ニ
ア

会
長
に
現
地
視
察
し
て

も
ら
い
、
こ
の
会
の
立
ち

上
げ
が
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

今
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
や
ダ
ー
ツ
仲
間

と
の
交
流
も
深
ま
り
、
日

頃
参
加
の
少
な
か
っ
た

福
寿
会
員
も
「
そ
ば
の

会
」
に
加
入
、
新
人
の
不

揃
い
の
麺
が
か
え
っ
て

「
手
打
ち
蕎
麦
ら
し
い
」

と
好
評
だ
っ
た
り
、
会

話
と
笑
い
が
い
っ
ぱ
い

の
「
そ
ば
の
会
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

２
０
２
０
年
4
月
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
日
本

で
の
、
3
年
に
も
亘
る
不
安

で
重
苦
し
い
日
々
が
始
ま
り

ま
し
た
。

外
国
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船

内
感
染
入
港
か
ら
、
そ
の
対

策
活
動
が
連
日
の
ニ
ュ
ー
ス

と
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
陸
海
空
の

す
べ
て
の
往
来
が
制
限
さ

れ
、社
会
活
動
は
停
止
状
態
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も
停
止
し

ま
し
た
。

3
年
に
も
亘
る
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
中
で
の
生
活
は
、「
三

密
」
な
る
も
の
の
定
着
で
本

当
に
重
苦
し
く
不
安
な
日
々

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
染
状
況
が
落
ち
着
い

　
「
実み
の

る
程
、
こ
う
べ
を
垂た

れ
る
稲
穂
か
な
」

　

こ
の
句
は
み
ん
な
が
平

等
で
平
和
の
証あ
か

し
で
も
あ

る
。
人
間
は
「
生
」
を
受

け
、
生
き
る
権
利
を
得
る
。

幼
少
年
〜
熟
年
期
を
経
て
、

そ
の
間
教
育
や
経
験
を
糧か
て

と
し
て
、
い
よ
い
よ
貴
重

な
実
年
期
を
迎
え
る
。

　

一
般
的
に
は
老
人
、
高

齢
者
と
呼
ば
れ
る
が
、
い

や
「
実
り
あ
る
年
代
」
で

あ
ろ
う
。
実
年
者
の
力
量

は
奥
深
く
、
心
強
い
物
心

を
持
ち
合
わ
せ
る
。
そ
れ

故
、
後
輩
た
ち
へ
の
伝
道

者
と
し
て
責
任
あ
る
自
覚

を
持
ち
た
い
。
し
か
し
、

人
各
々
に
育
つ
環
境
や
永

年
携た
ず
さわ
る
職
業
等
に
よ
り
、

個
性
に
も
変
化
が
生
じ
十

人
十
色
と
な
る
の
は
当
然

の
こ
と
、
問
題
は
聞
く
力

を
養
い
、
相
手
を
理
解
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。
自
己
主

張
が
強
い
ほ
ど
嫌
わ
れ
、

孤
立
し
て
し
ま
う
結
果
を

生
む
。

　

実
年
期
は
体
力
の
衰
え
、

て
、
3
年
振
り
の
正
月
三
社

参
り
は
、
マ
ス
ク
着
用
等
感

染
防
止
を
徹
底
し
た
中
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ

ス
ク
越
し
の
久
々
の
皆
の
目

も
笑
顔
と
安
心
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
つ
く
づ
く
コ
ロ
ナ

前
の
平
隠
な
日
々
が
、
と

て
も
懐
か
し
く
貴
重
な
毎
日

だ
っ
た
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
現
在
、
進
め
て

い
る
活
動
を
無
理
を
せ
ず

に
楽
し
く
、
長
く
続
け

て
、
そ
の
年
々
の
変
化

も
受
け
入
れ
て
、
年
を
重

ね
、
自
分
な
り
の
老
年
期

が
送
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

古
川
柳
「
気
に
入
ら
ぬ

風
も
あ
ろ
う
に
柳
か
な
」

無
理
せ
ず
ボ
ツ
ボ
ツ
の
気
分

で
す
。

田
島
校
区　
第
６
桜
会

金
子　
琢一郎
（
90
）

実
年
時
代
を
生
き
る〈
正
月
考
〉

実
年
時
代
を
生
き
る〈
正
月
考
〉

七隈校区　干隈第一福寿会
� 石原　秀一（86）

コロナ禍から、今コロナ禍から、今

思
考
力
低
下
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る

認
知
度
低
下
の
方
が
恐こ
わ

い
。

最
近
の
流
行
語
で
「
加
齢

性
何
々
」
と
云
わ
れ
、
病

気
で
は
な
い
と
の
診
断
も

あ
る
が
、
正
解
だ
ろ
う
か
？

　

対
策
は
、
楽
し
い
日
常

が
過
ご
せ
、
み
ん
な
が
平

等
の
権
利
、
互
助
に
徹
せ

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

た
だ
、
実
年
の
先
に
は
「
卒

年
」
も
、や
が
て
と
な
る
が
、

こ
れ
は
年
齢
の
問
題
だ
け

で
は
な
い
。

一
、�

知
力
＝
新
聞
、テ
レ
ビ
、

雑
本
等
で
入
力

二
、�

体
力
＝
日
常
よ
り
少

し
で
も
足
腰
の
負
荷

に
努
め
る

三
、�
行
動
力
＝
回
り
の
行

事
に
は
率
先
参
加

を
！

毎
日
旨
い
物
喰
っ
て
、
仲
間

と
「
オ
シ
ャ
ベ
リ
」、
旅
行

等
に
も
参
加
し
よ
う
。

一
人
で
呑
む
酒
は
寂わ

び
し

い
、
み
ん
な
で
や
ろ
う
よ
‼

　

実
年
に
定
義
は
な
い
。

せ
っ
か
く
の
人
生
を
謳
歌

し
、
素
晴
ら
し
い
実
年
中

で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

新
し
い
明
日
が
迎
え
ら
れ

れ
ば
至
上
の
喜
び
で
あ
ろ

う
。

　

最
後
に
一
句

「
夕
陽
も
太
陽
、
老
い
て
も

又
人
生
、
い
ざ
輝
か
ん
」

　

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人

生
は
老
い
ず
、
理
想
を
失

う
時
初
め
て
老
い
る
。
希

望
に
年
齢
制
限
は
な
い
。

　

さ
あ
希
望
を
持
っ
て
‼

糸
島
の
坂
本
さ
ん
よ
り
拝
借
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「
心
は
楽
し
む
べ
し
、
苦

し
む
べ
か
ら
ず
。
身
は
労
す

べ
し
、
や
す
め
過
す
べ
か
ら

ず
。
凡
そ
わ
が
身
を
愛
し
過

す
べ
か
ら
ず
。」
＝
養
生
訓
、

巻
第
一
よ
り
。

　

身
体
は
適
当
に
鍛
錬
し
な

け
れ
ば
な
ま
る
が
、
心
は
で

き
る
だ
け
楽
し
く
も
っ
て
、

く
よ
く
よ
せ
ず
に
や
っ
て
ゆ

こ
う
。
と
い
う
貝
原
益
軒
の

教
え
で
す
。

　

貝
原
益
軒
は
１
６
３
０

（
寛
永
7
）
年
11
月
14
日
、

黒
田
藩
2
代
藩
主
忠
之
の

時
、
父
寛
斎
の
5
男
と
し
て

福
岡
城
内
で
誕
生
。
寛
斎
は

黒
田
藩
の
祐ゆ
う
ひ
つ
や
く

筆
役
（
今
で
い

う
書
記
・
秘
書
役
（
食
録

１
５
０
石
）
で
あ
っ
た
。
益

軒
の
幼
名
は
初
め
は
助
三

郎
、
後の
ち

に
久
兵
衛
・
篤あ
つ
の
ぶ信
、

号
は
損
軒
で
、
益
軒
は
晩
年

（
78
歳
の
時
に
）
つ
け
た
も

の
。

　

１
６
３
１
年
、
父
は
祐
筆

を
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
博
多
部

に
入
り
、
読
み
書
き
を
教
え

た
り
、
求
め
に
応
じ
て
薬
を

調
合
し
た
り
し
て
生
計
を
。

母
親
は
6
歳
、
継
母
も
13
歳

の
時
に
死
別
。
母
親
の
愛
情

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
7

歳
の
頃
に
は
独
学
で
仮
名
を

覚
え
、
8
歳
の
時
に
父
は
藩

に
復
帰
し
、
八
木
山
の
警
備

に
つ
き
、
怡
土
郡
井
原
村

（
現
・
前
原
市
）
へ
移
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
益
軒
が
視
野

を
広
げ
て
、
庶
民
の
立
場
を

考
え
る
学
風
を
培
っ
て
い

ま
す
。
幼
少
よ
り
漢
文
や

「
四
書
」（
儒
教
の
根
本
の

書
）、
医
学
等
を
学
び
、
19

歳
で
2
代
目
藩
主
忠
之
に

御お
な
ん
ど
お
め
し
り
ょ
う
か
た

納
戸
御
召
料
方
（
衣
服
調

達
の
出
納
係
）（
4
人
扶
持
）

と
し
て
仕
え
ま
す
が
、
忠
之

の
叱
責
を
受
け
て
謹
慎
さ
せ

ら
れ
、
満
2
年
で
辞
め
さ
せ

ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
益
軒

は
当
時
、
陽
明
学
の
書
を
多

読
し
て
お
り
、
こ
の
学
風
か

ら
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
た

こ
と
は
遠
慮
せ
ず
に
や
る
と

い
う
態
度
だ
っ
た
よ
う
で
、

意
見
が
気
の
強
い
殿
様
だ
っ

た
忠
之
の
怒
り
に
触
れ
た
ら

し
い
。
単
な
る
イ
エ
ス
マ
ン

で
は
な
い
気
骨
の
人
だ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
す
。

　

数
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の
間

に
、
長
崎
に
2
度
出
向
い
て

多
く
の
舶
載
新
書
を
読
み
、

生
活
の
た
め
に
医
学
を
修

業
。
26
歳
の
時
に
江
戸
詰つ
め

の

父
親
が
齢
を
取
っ
た
の
で
、

身
辺
の
世
話
を
す
る
と
い
う

名
目
で
、江
戸
に
登
り
ま
す
。

　

父
が
あ
ち
こ
ち
引
き
回
し

た
の
で
、
益
軒
が
次
第
に
藩

内
で
知
ら
れ
て
く
る
。
黒
田

光
之
が
３
代
藩
主
に
な
っ
て

27
歳
の
時
に
藩
に
出
仕
（
6

人
扶
持
）。
学
問
に
関
心
の

強
い
殿
様
で
、
活
躍
す
る
舞

台
が
回
っ
て
き
た
。
藩
の
実

力
者
、
立
花
勘
左
衛
門
配
下

に
。
甥
が
当
時
の
福
岡
藩

が
生
ん
だ
最
大
の
文
化
人
、

立た
ち
ば
な
じ
つ
ざ
ん

花
実
山
で
、
益
軒
と
交
際

が
あ
り
、
立
花
氏
が
間
に

立
っ
て
次
第
に
学
問
を
藩
務

に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
り
、

藩
主
や
世
子
の
求
め
に
応
じ

て
講
義
を
。

　

28
歳
の
時
に
は
京
都
遊
学

の
命
を
受
け
、
藩
命
・
個
人

の
希
望
で
、
京
都
・
大
坂
・

江
戸
を
往
来
。
京
都
へ
は
24

回
、
江
戸
へ
は
12
回
（
家
禄

１
５
９
石
）。
そ
の
都
度
各

地
を
遊
覧
し
て
見
聞
を
深

め
、
有
名
な
農
学
者
で
あ
る

宮
崎
安
貞
や
朱
子
学
派
の
大

学
者
山
崎
闇
斎
や
木
下
順
庵

等
と
積
極
的
に
交
流
、
学
問

の
幅
を
拡
げ
た
。

　

幕
末
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ

ル
ト
は
一
目
置
い
た
優
秀
な

学
者
で
、
益
軒
を
「
東
洋
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
と
称
し

た
。
詩
歌
管
弦
を
好
む
風
流

人
で
、
藩
命
で
朝
鮮
通
信
使

と
筆
談
、
席
上
で
詩
の
唱
和

が
行
わ
れ
た
が
、
誰
も
が
益

軒
の
詩
を
激
賞
し
、
日
本
の

文
化
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す

こ
と
に
な
っ
た
。

　

飢
饉
の
折
に
は
農
民
に
米

や
麦
を
貸
し
与
え
た
り
、
お

金
を
融
通
し
た
り
と
人
間
味

溢あ
ふ

れ
る
優
し
い
人
柄
で
あ
っ

た
。
藩
の
重
臣
た
ち
に
「
農

民
や
町
人
を
苦
し
め
る
と
、

必
ず
天
罰
が
下
り
飢
饉
や
天

災
等
悪
い
事
が
起
こ
る
」
と

忠
告
し
、
善
政
を
敷
く
こ
と

を
説
い
た
。

　

新
婦
の
東
軒
は
秋
月
藩
士

江
崎
広
道
の
娘
初
。
兄
が
医

者
で
、
江
戸
か
ら
一
緒
に
帰

国
の
時
、
益
軒
と
話
が
ま
と

ま
っ
た
。
東
軒
は
楷
書
も
巧

み
で
、
京
都
で
は
能
筆
家
と

し
て
認
め
ら
れ
、
益
軒
と
共

作
の
掛
軸
も
残
っ
て
お
り
、

有
名
な
の
が
東
軒
が「
愛
敬
」

と
楷
書
で
大
書
き
し
、
こ
れ

に
益
軒
が
細
書
き
で
解
説
を

記
し
た
も
の
。
2
人
の
仲
睦

ま
じ
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く

る
作
品
。

　

晩
年
は
箏そ
う

、
胡こ
き
ん琴
の
合
奏

も
楽
し
ん
だ
。
益
軒
が
62
歳

と
69
歳
の
時
、
2
度
の
京
都

行
に
東
軒
を
同
行
。
当
時
は

夫
人
を
伴
っ
て
の
旅
は
珍
し

か
っ
た
よ
う
で
、
愛
妻
家
振

り
が
し
の
ば
れ
る
。
こ
の
頃

知
行
３
０
０
石
に
加
俸
。
2

度
目
の
旅
は
約
１
年
間
も
旧

婚
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

東
軒
は
62
歳
で
生
涯
を
閉

じ
た
が
、
40
余
年
も
の
長
い

間
仲
良
く
連
れ
添
っ
た
妻
を

亡
く
し
た
益
軒
は
心
身
共
に

疲
労
し
、
来
客
を
断
っ
て
家

に
閉
じ
隠こ
も

っ
た
。
夫
人
の
死

か
ら
僅
か
8
カ
月
後
、
妻
の

後
を
追
う
よ
う
に
85
年
の
長

寿
を
全
う
し
た
。
自
身
の
養

生
訓
を
地
で
行
く
生
涯
で

あ
っ
た
。

※
本
草
学
・
医
学
関
係

「
養
生
訓
」　

著
書
の
中
で
最

も
有
名
な
養
生
書
で
あ
り
、

健
康
論
に
止
ま
ら
ず
、
い
か

に
生
き
る
か
も
示
し
た
医
学

書
で
あ
る
名
著
。

「
大や
ま
と
ほ
ん
ぞ
う

和
本
草
」　

本
文
16
巻
、

付
録
2
巻
か
ら
成
り
、
約

１
３
６
０
種
類
の
鉱
物
・
植

南
片
江
校
区　
南
片
江
第
一
長
寿
会

�

天
本　
宏
（
83
）

福
岡
生
ま
れ
の
知
の
巨
人

福
岡
生
ま
れ
の
知
の
巨
人

東
洋
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
貝
原
益
軒

（
１
６
３
０
〜
１
７
１
４
）

真
面
目
が
あ
だ
に

な
っ
て
失
職

実
学
を
極
め
た

超
人
的
な
功
績

親
子
ほ
ど
歳
の
違
う
妻
へ
の
愛

益
軒
39
歳
の
時
、東
軒
と
結
婚

貝
原
益
軒
の

代
表
的
な
著
作
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

令
和
6
年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

身
近
な
危
険
か
ら
身
を
守
る
！

身
近
な
危
険
か
ら
身
を
守
る
！

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
学
ん
だ
教
訓

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
学
ん
だ
教
訓

　

5
月
14
日
（
火
）
の
総
会

後
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
は
、
城
南
区
警

察
署
か
ら
交
通
課
の
井
福

氏
と
生
活
安
全
課
の
楢
崎

氏
を
お
呼
び
し
、
そ
れ
ぞ

れ
交
通
安
全
と
ニ
セ
電
話

詐
欺
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
身
近
な
事
件
・

事
故
に
感
嘆
の
声
と
驚
き

の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

物
・
動
物
を
取
り
上
げ
、
日

本
名
と
中
国
名
、
来
歴
・
形

状
・
効
用
等
を
詳
述
。
諸
品

図
に
は
約
３
０
０
点
の
図
が

掲
載
。

「
花
譜
・
菜
譜
」　

自
宅
で
花

や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
た
と

い
う
益
軒
が
、
自
身
の
体
験

に
基
づ
き
栽
培
方
法
を
ま
と

め
た
「
花
譜
」
１
６
９
４
年

と
「
菜
譜
」
１
７
０
４
年
。

※
藩
の
仕
事
と
し
て
は
地

理
・
歴
史
関
係

「
筑
前
続
風
土
記
」　

歩
い
て

資
料
を
集
め
た
30
巻
に
及
ぶ

一
大
地
誌
。

「
黒
田
家
譜
」　

延
宝
6

（
１
６
７
８
）
年
に
光
之

の
命
で
13
巻
本
、
宝
永
元

（
１
７
０
４
）
年
に
15
巻
本

を
完
成
。
幕
府
が
諸
大
名
に

命
令
し
て
藩
主
の
事
績
を
元

に
し
た
藩
の
歴
史
を
書
か
せ

た
も
の
。

※
儒
学
関
係

「
大
疑
録
」　

朱
子
学
を
信
奉

し
た
益
軒
が
晩
年
に
な
る
に

つ
れ
、
朱
子
学
に
対
し
て
疑

問
を
抱
き
、そ
れ
を
指
摘
し
、

批
判
を
加
え
た
書
。

他
に

「
諸
州
巡
覧
記
」「
日
光
名
勝

記
」「
慎
思
録
」
等
、
終
生

の
著
書
、
98
部
２
４
７
巻
。

※
曹
洞
宗　

耕こ
う
う
ん
ざ
ん

雲
山
金き
ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺

福
岡
市
中
央
区
今
川
2
丁
目

3
番
23
号

14
代
住
職
の
断
だ
ん
が
い
し
ょ
う
ど
う

崖
省
道
は
益

軒
と
親
交
が
あ
り
、
益
軒
と

妻
東
軒
の
墓
が
あ
り
、
境
内

に
は
益
軒
の
功
績
を
称た
た

え
て

銅
像
も
立
つ
。

貝原益軒の銅像貝原益軒の銅像 耕雲山金龍寺耕雲山金龍寺

　

自
転
車
事
故
は
減
っ
て

い
る
も
の
の
、
中
に
は
命

を
落
と
し
て
い
る
事
故
も

あ
り
、
改
め
て
自
転
車
走

行
の
ル
ー
ル
を
再
確
認
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
詐
欺
防
止
に

つ
い
て
の
講
演
で
は
、
城

南
区
は
な
ん
と
詐
欺
電
話

被
害
率
が
高
い
！

　

し
っ
か
り
と
詐
欺
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
出
席
者
の

皆
さ
ま
は
耳
を
傾
け

て
お
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
通

じ
て
、
防
犯
意
識
を

一
層
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

防
犯
対
策
は
一
人

ひ
と
り
の
心
掛
け
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
今

後
も
地
域
全
体
で
協

力
し
合
い
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
な
生
活

を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
た

め
、
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
参
加
と
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

真剣に講義を受ける皆さん真剣に講義を受ける皆さん

ニセ電話詐欺に気をつけて！ニセ電話詐欺に気をつけて！

交通安全の呼びかけ交通安全の呼びかけ

ニセの電話会社からのメール

ニセの会社員

ニセ電話会社の者

ニセの弁護士

利用料金について確認がございます。
本日中に（電話番号）まで連絡してください。

老人ホームの入居権があります。
入居希望者のためにあなたの名
前を貸してください。
あなたには迷惑はかけません。

➡

➡
未払いの料金があります。
利用料を振り込んでくだ
さい。（電子マネーカード
を購入させる場合も…）

名義貸しは犯罪です。
裁判になります。示談金が必要です。
現金を宅配便で送ってください。

電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談・110番！

ニセ電話詐欺に注意 !!ニセ電話詐欺に注意 !!
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文
芸

　　
別
府
校
区
　
第
四
鶴
寿
会
　
　
　
　
　
　
野
口
　
久
美
子（

別
府
校
区
　
第
四
鶴
寿
会
　
　
　
　
　
　
野
口
　
久
美
子（
8282
））

ハ
ン
モ
ッ
ク
阿
蘇
の
五
岳
を
足
元
に

ハ
ン
モ
ッ
ク
阿
蘇
の
五
岳
を
足
元
に

遠
き
日
の
路
地
に
張
る
声
金
魚
売
り

遠
き
日
の
路
地
に
張
る
声
金
魚
売
り

紅
芙
蓉

紅
芙
蓉
一一ひ

と
ひ

ひ
と
ひ日日
盛
り
と
す
る
矜
恃

盛
り
と
す
る
矜
恃

白
芙
蓉
恩
師
の
筆
の
澄
み
し
か
な

白
芙
蓉
恩
師
の
筆
の
澄
み
し
か
な

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　  

石
井
　
和
子（

石
井
　
和
子（
8181
））

五
月
雨
に
一
人

五
月
雨
に
一
人
昼昼ひ

る
げ

ひ
る
げ餉餉
の
焼
目
刺

の
焼
目
刺

徒
然
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
花
蜜
柑

徒
然
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
花
蜜
柑

投
入
れ
の
ほ
の
か
に
香
る
梅
の
花

投
入
れ
の
ほ
の
か
に
香
る
梅
の
花

夕
闇
に
収
穫
終
え
て
農
帰
る

夕
闇
に
収
穫
終
え
て
農
帰
る

開
落
の
花
の
遅
速
や
北
南

開
落
の
花
の
遅
速
や
北
南

油
山
桜
織
り
交
ぜ
色
の
綾

油
山
桜
織
り
交
ぜ
色
の
綾

俳　

句

川　

柳

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

　
　
　
　  

石
井
　
和
子（

石
井
　
和
子（
8181
））

こ
の
世
か
ら
ら
し
さ
ら
し
さ
が
消
え
て
行
く

こ
の
世
か
ら
ら
し
さ
ら
し
さ
が
消
え
て
行
く

孫
旅
す
祖
先
の
墓
に
初
詣
り

孫
旅
す
祖
先
の
墓
に
初
詣
り

枯
渇
し
て
鴨
去
り
行
く
も
い
と
さ
び
し

枯
渇
し
て
鴨
去
り
行
く
も
い
と
さ
び
し

爆
音
と
共
に
去
り
し
ス
ピ
ー
ド
狂

爆
音
と
共
に
去
り
し
ス
ピ
ー
ド
狂

今
の
世
は
大
谷
・
プ
ー
チ
ン・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

今
の
世
は
大
谷
・
プ
ー
チ
ン・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会
　

　
長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会
　
　
　
　

　
　
　  

津
留
津
留
崎
　
崎
　
利
雄（
利
雄（
9090
））

ウ
グ
イ
ス
の
花
の
蜜
吸
い
う
ち
返
る

ウ
グ
イ
ス
の
花
の
蜜
吸
い
う
ち
返
る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
逆
さ
に
な
っ
て
蜜
を
吸
う
）

（
逆
さ
に
な
っ
て
蜜
を
吸
う
）

春
か
す
み
山
の
緑
が
見
え
隠
れ

春
か
す
み
山
の
緑
が
見
え
隠
れ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
霧
の
状
況
に
て
）

（
霧
の
状
況
に
て
）

ひ
な
祭
り
ひ
と
と
せ
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

ひ
な
祭
り
ひ
と
と
せ
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
一
年
ぶ
り
筐
か
ら
出
す
）

（
一
年
ぶ
り
筐
か
ら
出
す
）

��

匿
名
希
望

匿
名
希
望
　　

（
加
齢
三
題
）

（
加
齢
三
題
）

加
齢
と
は
医
者
の
弁
護
語
と
成
り
に
け
り

加
齢
と
は
医
者
の
弁
護
語
と
成
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　〈
高
齢
者
　
あ
わ
れ

　
　
　
　
　
　〈
高
齢
者
　
あ
わ
れ
‼‼
〉〉

診
察
に
二
時
間
待
た
さ
れ
、加
齢
で
す

診
察
に
二
時
間
待
た
さ
れ
、加
齢
で
す

　
　
　
　
　
　〈
何
の
為
に
通
院
し
て
る
？
〉

　
　
　
　
　
　〈
何
の
為
に
通
院
し
て
る
？
〉

加
齢
で
す
、仕
方
が
無
い
ね
、あ
き
ら
め
て

加
齢
で
す
、仕
方
が
無
い
ね
、あ
き
ら
め
て

　
　
　
　
　
　〈
診
療
結
果
の
弁
、カ
チ
ン
〉

　
　
　
　
　
　〈
診
療
結
果
の
弁
、カ
チ
ン
〉

　
長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会
　
　
　
　

　
長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会
　
　
　
　  

津
留
津
留
崎
　
崎
　
利
雄（
利
雄（
9090
））

蜜
蜂
や
羽
音
響
か
せ
桜
花

蜜
蜂
や
羽
音
響
か
せ
桜
花

　
　
　
　

　
　
　
　
蜜
を
求
め
て
花
よ
り
花
へ

蜜
を
求
め
て
花
よ
り
花
へ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
蜜
蜂
が
蜜
を
吸
っ
て
い
る
状
況
）

（
蜜
蜂
が
蜜
を
吸
っ
て
い
る
状
況
）

空
の
青
白
一
筋
の
雲
泛
ぶ

空
の
青
白
一
筋
の
雲
泛
ぶ

　
　
　
　
飛
行
機
雲
が
乱
れ
て
消
え
る

　
　
　
　
飛
行
機
雲
が
乱
れ
て
消
え
る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
飛
行
機
雲
が
風
に
流
れ
て
）

（
飛
行
機
雲
が
風
に
流
れ
て
）

春
の
野
に
つ
く
し
摘
み
行
く
手
弁
当

春
の
野
に
つ
く
し
摘
み
行
く
手
弁
当

　
　
　
　
初
物
食
し
長
寿
乞
う

　
　
　
　
初
物
食
し
長
寿
乞
う

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
初
物
を
食
べ
れ
ば
長
生
き
す
る
諺
）

（
初
物
を
食
べ
れ
ば
長
生
き
す
る
諺
）

　　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
石
井
　
和
子（

堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
石
井
　
和
子（
8181
））

バ
ス
ハ
イ
ク
集
合
時
刻
に
遅
れ
る
も

バ
ス
ハ
イ
ク
集
合
時
刻
に
遅
れ
る
も

　
　
　
　
老
後
は
楽
し
く
ご
く
ご
く
あ
ん
ば
い
に

　
　
　
　
老
後
は
楽
し
く
ご
く
ご
く
あ
ん
ば
い
に

運
動
会
校
旗
・
国
旗
た
な
び
き
て

運
動
会
校
旗
・
国
旗
た
な
び
き
て

　
　
　
　
歓
声
あ
が
る
対
抗
戦

　
　
　
　
歓
声
あ
が
る
対
抗
戦

勝
敗
決
す
る
時
の
人

勝
敗
決
す
る
時
の
人

　
　
　
　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
積
み
重
ね

　
　
　
　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
積
み
重
ね

シ
ン
ボ
ル
の
平
和
の
鳩
よ
飛
ん
で
く
れ

シ
ン
ボ
ル
の
平
和
の
鳩
よ
飛
ん
で
く
れ

　
　
　
　
地
球
の
端
か
ら
端
ま
で
も

　
　
　
　
地
球
の
端
か
ら
端
ま
で
も

短　

歌



（11） 第 7 8 号  ふ れ あ い

〒 814-0192
城南区鳥飼 6–1–1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局

TEL：092-833-4107
FAX：092-822-0911

● ● ふ れ あ い 原 稿 募 集ふ れ あ い 原 稿 募 集 ● ●

次号令和 7年 1 月 1 日発行「ふれあい第次号令和 7年 1 月 1 日発行「ふれあい第
79号」の掲載原稿を募集します79号」の掲載原稿を募集します

締切：令和6年 9月末締切：令和6年 9月末

ふれあい第 79 号ふれあい第 79 号 ◆原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、
　郷土史、随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

◆写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いいたします）

◆クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。

◆縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

◆お送りいただく原稿は、全て自作未発表の
　ものに限ります。（二重投稿はご遠慮ください）

※�紙面の都合上一部割愛、掲載見送り等をする場合も
あります。

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2024年7月15日～9月15日まで
2025年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2024年2月作成　23TC-008004

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2024年
2025年

2024年
2025年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

あなたの健康法やレシピなど
教えて下さい！！



第 7 8 号第 7 8 号   ふ れ あ いふ れ あ い （12）（12）

「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

（12）（12）

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

�

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

編
集
後
記

編
集
後
記

　

小
暑
の
候
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。「
ふ
れ
あ
い
第

78
号
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
ま
す
ま
す
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
総
会

で
は
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
新
し
い
目
標
や
計
画
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
熱
意
と
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総

会
後
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
ニ
セ
詐
欺
電
話
に
つ
い
て
の

防
犯
対
策
を
学
び
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
て
い
る
方
が
一
番
多
い
区
が

城
南
区
と
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
も

詐
欺
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ま
の
活
躍
を
広
報

紙
を
通
じ
て
広
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

�

広
報
部
一
同

《連絡先》
お気軽にお問い合せください 城南区シニアクラブ連合会 TEL：092-833-4107

お住まいの地域に、シニアクラブを立ち上げたい
という方もぜひご相談ください !

入会すると入会すると
若返り＆若返り＆
健康長寿に！健康長寿に！

◎仲間と一緒の笑いがある
◎人と会う機会が増える
◎生きがいが見つかる

60歳以上60歳以上ならなら誰でも入会誰でも入会OK！OK！
　城南区シニアクラブ連合会では、生活や地域を豊かにする　城南区シニアクラブ連合会では、生活や地域を豊かにする
楽しい活動を実施しています。同年代の友達もたくさんでき、楽しい活動を実施しています。同年代の友達もたくさんでき、
人とつながる素晴らしさを体感することができます。ぜひ、人とつながる素晴らしさを体感することができます。ぜひ、
シニアクラブで人生を輝かせましょう。シニアクラブで人生を輝かせましょう。

会員募集中会員募集中
城南区シニアクラブ連合会城南区シニアクラブ連合会

教養講座（写真教室）教養講座（写真教室）

スポーツ交流会スポーツ交流会

演芸大会でフラダンスを披露演芸大会でフラダンスを披露


